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光周波数コム（OFC）が有する「超マルチ離

散チャンネル光キャリア特性」に次元変換を導

入すると、「次元変換 OFC」の利用が可能にな

る。例えば、「波長/角度変換」を利用すると、

光コムを「角度の物差し（光分度器）」として

利用出来る[1]。これまでに、回折格子を用いて

光コムの波長/角度変換を行い、表面プラズモ

ン共鳴法（SPR）の角度スペクトル取得のため

の手段としての可能性を報告した[2]。今回は、

角度変換 OFC のデュアル光コム分光を用いて、

角度 SPR ディップの複素振幅スペクトルの取

得を試みる。 
角度 SPR は、金薄膜が施されたプリズムに

対して、全反射角近傍で入射角を走査しながら

光を入射した時に観測される反射スペクトル・

ディップ（SPR ディップ）がサンプルに依存し

てシフトすることを利用したセンサーで、簡

便・高感度という特徴を持つことから、バイオ

センサーや屈折率センサーなどに用いられて

いる。角度 SPR は、単色光を用いた単純な光

学系での計測が可能であるが、機械的角度走査

が必要なためリアルタイム測定が困難であり、

取得可能なスペクトルも光強度のみである。も

し、角度 SPR の高速化を実現しながら、SPR 反

射光の光振幅スペクトルと光位相スペクトル

からなる複素振幅スペクトルを取得できれば、

SPR センシング性能の更なる向上が見込める。

そこで、角度変換 OFC に DCS を導入する

（Fig.1）。すなわち、OFC を構成する光周波数

モード列を、波長/角度変換素子を用いて、波長

ごとに異なる角度に空間展開させることで、

OFC を「角度の物差し」として利用する。この

角度分散された波長/角度変換OFCをプリズム

に入射すると、機械的角度走査なしに、SPR デ

ィップ角度スペクトルを高速・高精度取得でき

る。更に、プリズムで全反射された角度変換

OFC を DCS すると、光振幅スペクトルと光位

相スペクトルの同時計測が可能になり、角度

SPR 複素振幅スペクトルを取得できる。 
デュアル光コム分光に先立ち、波長/角度変

換 OFC を SPR に適用して、サンプルの屈折率

変化によるスペクトルシフトを確認した

（Fig.2）。また、屈折率変化の線形性も確認し

た（Fig.3）。今後、角度 SPR ディップのデュア

ル光コム分光を行い、複素振幅 SPR スペクト

ルの取得を行う予定である。 
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Fig.1 Experimental setup. 

  
 Fig. 2 SPR spectrum    Fig. 3 RI dependence 
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